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中央部に鋼材ダンパーを有するRC境界梁に関する実験的研究
低降伏点鋼を用いた境界梁ダンパーに関する研究 その1
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1. はじめに

高層建物のコア部と供用部を区画する壁 (コアウオ-ル)を鉄筋

コンクリー ト造 (RC)立体耐薦壁とすると,地震力の大半が負担さ

れるため柱の負担が軽減 し,枝本数を少なくすることやスパンを拡

大することができるため,より自由度や使用性のl釦 ､空間を実現す

ることができる｡RC コアウオー/レを連結する境界梁は短スパンと

なることが多く,他宗時に大きな変形を受けるため,当初はⅩ形配

筋を施 した RC梁が採用されていた 1)｡その後,地震時のエネルギ

ーを鋼材ダンパー等に吸収させることによって損飯を制御するよう

な設計が普及 してきたことに対応 して,ウェブに低降伏点鋼を用い

た鉄骨造 (H形錦)の境界梁が採用されるようになった 210鉄骨造

の境界梁は RC コアウォール内に十分に埋め込む必要があり,RC

コアウォールの主筋と干渉するため施工が難しいという問題がある｡

そこで図 1に示すように,端部をRC梁として中央部に鋼材ダンパ

ーを有する構造形式 (以T,境界簸ダンパーとする)を開発し,そ

の実験結果や適用事例について一部報告している3)･4)15)

境界梁ダンパーは,境界梁全体を鉄骨造とした場合に比べて,中

央部の鋼材ダンパーに変形が集中し,小さな層間変形角から鋼材ダ

ンパーの効果が期待できるという長所があるO-J力で,短スパンとな

ることから,根巻き接合とした場合に鉄骨の埋め込み長さが比較的

短くなり,RC部の損傷が境界梁ダンパーの構造性能に影響を及ぼ

す可能性がある｡本論文では,特に鉄骨の埋め込み長さを変化させ

た場命の構造性能の違いや,根巻き接合部におけるせん断力伝達機

構について検討を行った結果について報告するG
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図 1 境界梁ダンパーの適用イメージ
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なお,RC道と鋼構造を組み合わせた梁についてはいくつかの研

究があり6),7),RC造建物に取 り付ける間柱型の鋼胡ダンパーに関す

る研究例も見られる 8)Dしかしながら,境界梁ダンパーは RC梁に

取 り付くため,銅材ダンパーの大きさに制約がありパネルの幅厚比

が小さくなることが特徴的である｡

2.実験方法

まず,境界梁ダンパーの基本的性能を把握するため試験体形状を

で埋め込んでアンカーボル トをRCコアウォールに定着した場合,

梁端部まで埋め込んでアンカーボル トが無い場合,アンカーボル ト

接合とした場合の 4種類について実験を実施 し,比較検討を行った

(シリーーズ 1)3)｡鉄骨を梁端部まで埋め込んだ場合で良好な結果が

得らjl,たため,さらに埋め込み長さ等を変化させて実験を実施 した

(シリーズ 2)4)｡境界梁の長さ (内法スパン)は建物計画によって

変化するoそこで実際に想定される範囲で,内法スパンを変化させ

ることにより埋め込み長さを変化させた｡

2.1 試験体および使用材料

試験体の形状および配筋を図 2,図 3に,試験体一覧を表 1に示
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図2 試験体の形状および配筋 (シリーズ1)
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すD試験体は中央に鋼材ダンパーを損する境界梁の約 1/2の縮小モ

デルであるO厚さ12mm (実物では25mnlを想定)の低降伏点鋼板

LY225を H 形鋼の中央ウェブに溶接により組み込み,他の部分に

はすべて普通鋼 SS400を用いているoダンパーのせん断降伏により

レベル 1程度の地震時からェネルギーを吸収し (梁全体の応答変形

角にして 1/400-1/200程度),ダンパーのせん断耐力時にRC部の

曲げ降伏やせん断破壊が発生しないように設計されている｡

シリーズ 1では,内法スパンが 1000mm,ダンパーの区間は

200mm で共通であり,RC部の配筋も同じであるC試験体 No.1,

No.2,N0.3のダンパー両端は根巻き接合となっており,N0.1はRC

コアウォールまで鉄骨を埋め込んだことを想定したもので,No.2,

N0.3は RC梁端部近傍まで埋め込んでいる｡N0.2には鉄骨端部の

ベースプレー トにアンカーボル トD16をスタッド溶接しているD

N0.4は埋め込みが無く,スタッド溶接されたアンカーボル トによる

接合となっており,アンカーボル トの配置の関係で,他の試験体よ

りもフランジ幅を大きくしているO

シリーズ 2では,先に行ったシリーズ 1のN0.3と同様に鉄骨を

RC梁端部近傍まで埋め込み,アンカーボル トを設けない根巻き接

合としている｡内法スパンを1375mm(No.5,No.6),850mm(No.7)

と,シリーズ 1の 1000mmに対して変化させているOダンパーの
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図3 試験休の形状および配筋 (シリーズ 2)



表 1 試験体一覧

試験体 スパン 鉄骨 埋込長 RC部寸法 (mm) Ld アンカー 主筋 せん断
Lo (せいを βとする) LI(tllm) 幅 b せいDc 長 さLc D ボル ト 上下 補強筋

No.1 1000 BH-200×100×12×12 700 300 450 400 3.50 由美 (了 BDi2;ー 6-DlO 4-D10@57先端は外周のみ2重巻 (共通)

No.2 416 2.08 6-DJ6

No.3 387 1.94 搬

No.4 BH-200×2暮0×12×l2 0 0 12-DI古

No.5 1375 BH-190×90×12×9 587.5 425 425 587.5 3.09 4蛙 it 6-D22 4-D1ー)@75先端 4重巻叩0.5,6)先端 3壷巻(No_7)

No.6 572.5 3.01 無

表 2 鋼材の力学的性質

LY225 SS400 SS400 SD345 SD490 US.I)785 LY225 SS400 SS400ウエアヾ他PL-l2 SD490八°ネ/レ フランン へしス アンカー 主筋D22 せん断 ハ;ネA, フランシ'PL-9 主筋D22

タ～ンハ̀- ウエフ♪他 7Jレ-ト ホヾfvト 補強筋 タ'ンハ7-

PL-12 PL-l2 PL-16 Dl6 D10 PL-12

2ー9 287 281 446 537 861 】99 411 304 516

319 448 447 546 699 1024 307 470 441 685

表 3 コンクリ- トの力学的性質

区間はシリーズ 1と同じくいずれ も200111mである｡N0.6は,N0.5

と同様の試験体であるが,梁端知をプ レキャス ト接合面 (耐震壁側

に凹面コッター付き) とし,施工方法による違いを評価するための

ものであるO鋼構造接合部設計指針 9)では根巻き接合部の埋め込み

長 さは鉄骨せいの 2.5倍以 仁となっているが,本実験では表 1に示

すように 2-3.5倍の範囲となっているG

シリーズ 1ではRC梁先端部のせん断補強筋を外用のみ 2重とし

たが,後述するように RC梁先端部のせん断補強筋の効果が大きい

ことが明らかになったため,シリーズ 2では外周,中子 とも 4重

(No.5,No6)または 3重 (No.7)とRC梁先端部に集約的に配筋

しているO

使用 した鋼材の力学的性質を表 2に,コンクリー トの力学的性質

を表 3に示す｡RC部の主筋にはSD490,せん断補強筋にはUSI)785

の高強度鉄 筋 を用 い てい るs コン ク リー トの設 計基準強度 は

48N/mm之とした0

2.2 加力および計測方法

加力装置を図 4に示すC試験体は 900回転 させて加力装置に設翠

した (コンクリー ト打設方向は実際 と同じである)｡スタブ間の水平

を保ち,かつ軸力が加わらないように副アクチュエーターで制御 し

ながら,試験体中央高 さに取 V)付けた主アクチュエ-タ-により変

位制御で正.負交番繰返 し加力を行ったC)jnカサイクルはスタブ間水

平変形を内法スパン Loで除 した梁全体の変形角 R で制御 した｡

R=1/2000(1サイクル)rl/1000(1サイクル)-1/400(3サイク

ル)-1/200(3サイクル)-1/100(6サイクル)-1/50(3サイク

ル)-1/33(1サイクル)を加力 した後,正側で 1/20まで加力 した｡

プロ トタイプ建物の地震応答解析結果か ら,R=1/400-1/200を最

大速度 250mm/see, 1/100を最大速度 500mm/sec､1/50を最大速

度 750mm/sec レベル地震動 にお ける応答部材角 に設定 した｡

R=1/100の繰 り返 し回数は 500mm/secレベル地震動入力時のダン

パー部材での吸収エネルギーを､R=1/100定振幅繰返 しのみで消費

し得 る回数 として設定 した｡試験装置の制約 か ら最大都制角は

R=1/20 としたが,これは設計で考慮すべき部材角に比べて十分大

きなものであるr,シ リーズ 2の実験では 1/33のサイクルを追加 し

て実施 した｡
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図 4 加力装粧
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スタブ間水平変形のほか,RC部の水平変形,ダンパー端部のめ

りこみ変形,ダンパ一部抜出しによる変形を計測できるように変位

計を設置 した｡また主筋,せん断補強筋 (中子筋含む),鉄骨 (ダン

パー部含む)のウェブ ･フランジに歪ゲージを貼付 した｡

R=1loo

No.3 Nく).4 No,5

図5 ひび割れ状況 (試験体 No.3,No.4.No.5)

3.実験結果および考察

まず,破壊経過,せん断力-変形角関係,等価粘性減衰定数など

実験結果を概観 し,境界梁ダンパーの基本的構造性能について述べ

るG次に構造設計に必要なデータとして,ダンパ一部および根巻き

部の最大耐力について述べる｡特に根巻き部のせん断耐力について

揺,鉄骨,主筋,せん断補強筋のひずみ計測結果を分肝した結果か

らせん断力伝達機構を仮定して検討を行 う｡

3.1 実験経過

図5に試験体 No3,No4およびN0.5のR=1/100およびR=1/20

のピーク時のひび割れ状況を示す｡いずれの試験休 も R=1/2000-

1/1000でRC梁端部の曲げひび割れ,R=1/400- 1/200で RC部の

せん断ひび割れおよびダンパー部のせん断降伏が認められた｡最終

的に R=1/20まで加力したが,荷重は低 Fしてお らず,ダンパー部

の座屈 も確認されなかったC試験体 N0.4を除き,R-1/100程度ま

では RC部のひび割れ幅は小さく,ひび割れ本数も少なかった｡

R=1/20に達するとダンパー端部フランジの RC部-のめりこみ変

形が認められたものの,それ以外には著しい損傷は見られなかった｡

N0,4については他の試験体に比べて RC部のひび割れが多く,最終

的にはアンカーボル トの残留抜け出しノ変形が目視でも確認できるよ

うになっていた弓プ レキャス トの試験体 N0.6の RC梁端 とスタブ

の境界面にはひび割れ ･ずれは認められず､ひび割れ状況も 一体打

設された N0.5と同様であった0

3.2 せん断力ー変形角関係

図 6にせん断カー全体変形角関係を示す｡いずれ も全体として紡

錘形の復元力特性を示 しているが,せん断力の正負が反転する付近

で逆 S字型のスリップ性状も見られるuアンカーボル ト接合の N0.4

はR=1/100でアンカーボル トが降伏 し,残留抜け出し変形が生じる

ため,繰返しサイクルでは最初のループに比べて剛性低下が認めら

れるO同様の接合方法である N0.3とシリーーズ 2の No.5,No6,

N07のせん断力ー変形角関係は,1/33のサイクルを実施 していな

いことを除けば,ほとんど同等であったoプレキャス ト試験体N0.6

と ･体打設された N0.5のせん断力ー変形角関係はまったく同等で

あった｡試験体 N0.7の耐力が他の試験体よりも低いのは,ダンパ

一部鉄骨のせいが小さいためである0

33 等価粘性減衰定数

図 7にせん断カー全体変形角関係から求めた各サイクルにおける

等佃硝占性減衰定数の推移を示す｡R=1/20はTF_側を用いたが,他の

サイクルは 1サイクルの/レ-プの面積から求めているO大まかに見
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表4 最大耐力実験値および計算値一覧

試験体 実 験 値 計 算 値
最 大 染端最大曲げ せん断補強筋 RC部最大 梁 端 RCS ダンパ一部

せん断力 モーメント 先端位置 せん断力 曲げ耐力* 1 せん断耐力*2 せん断耐力

Qmn-(kN) M,,,a.Y(kN.m) Lj(mm) Qj,.,I.(kN) Mbu(kN.m) Qju(kN) Qp"(kN)

No.1 590 l 295 347 850 - 947 42】
No,2 593 ! 297 855 358

No.3 567 】 283 817 303

No.4 619 【 ∃lo - - -

No.5 590 L 406 538 754 404 1627 383
No.6 581 399 743

*1 梁端曲げ耐力は鋼構造接合部設計指針の根巻き柱脚に準じて計算 した｡

*2 RC部せん断耐力は3.5節で述べる方法によって求めたO
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図7 等価粘性減衰定数の推移

ればR=1/400で 10%程度,1/200-1/100で20%程度,1/50以降で

30%程度の等価粘性減衰定数となっている.既往の鉄骨造境界梁ダ

ンパーの実験では 2) ,R=1/200-1/100における等価粘性減衰定数

が 10%程度であることから.本論文の境界梁ダンパーでは中央部の

鋼材ダンパーに変形が集中し,エネルギー吸収性能が向上している

ものと考えられるo接合方法を変化させたシリーズ 1については,

試験体 N0.1とN0.2はほぼ同等であるが,N03はそjlより若干等

価粘性減衰定数が小さくなり,アンカーボル ト接合とした N0.4で

はさらに小さくなっている｡埋め込み長さの影響については,試験

体N0,3とシリーズ 2のNo.5,No.6,N0.7の等価粘性減衰定数は,

ほぼ同等であった｡今回の実験の範囲では,境界梁ダンパーのエネ

t
r 訂.て‥‡＼∴ ｣ _J

せん断力伝達概念図 曲げモーメント図

図8 RC部せん断力の計罪方法

ルギー吸収能力は,接合方法による違いは認められるが,鉄骨の埋

め込み長さの影響は顕著ではない｡

3.4 最大耐力の評価

表 4に各試験体の最大耐力 (R=1/20時のせん断力)およびその

計算値の ･覧を示す｡RC部せん断力は鋼構造接合部設計指針 9)で示

されているようにRC梁先端部のせん断補強筋の位置に集中的にて

こ反ノJが作用していると仮定して引箕 しているCその概念図を図 8

に示す｡梁端曲げ耐力は鋼構造接合部の根巻き柱脚に準じて計算 し,

試験体N0.2についてはアンカーボル トの曲げ耐力も累加 している｡

梁端曲げモーメン トは▲試験体 No,5,N0.6では曲げ耐力計算値

と同等であるが,他の試験体では似 ず耐力計算値に達していないg

RC部せん断力についてもせん断耐力計算値に達していない｡以上

のことはRC部に顕著な損傷が見られなかったことと符合 している｡

ダンパー部せん断耐力 Q,.については下式によって計算した｡

Qpu-QP/i,+Q叩 ~~式(1)

Q,q/u-
4cT/,,Zpf

Ls

Qpwu-箸 twdw

ここで,

Q〟, フランジの負担せん断力

olJ,:フランジの引張強度

式(2)

式(3)
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zpl二フランジの塑性断面係数

L, ダンパー部の区間長さ

Qp…′:ウェブの負担せん断力

J u , rウェブの降伏強度

oTw :ウェブの引張強度

E:ウェブのヤング係数

ん:ウェブの厚さ

dw:ウェブのせい (フランジの内側)

今回の実験ではダンパー部のウェブのせん断降伏によって最大耐

力が決定しているが,実験値は材料強度として降伏強度ではなく引

張強度を用いた場合の計算値を大きく上回っている｡このような耐

力上昇現象は田中ら 10)の正方形鋼材パネルの実験によっても指摘

されているOそこで田中らの実験式(5)と今回の実験結果の比較を行

い図 9に示す｡縦軸は実験結果から式(2)で計算されるフランジの負

担せん断力計算値を差し引いてウェブの負担せん断力を計算し,こ

の値と式(3)によるウェブのせん断耐力計算値の比率をとったもの

であるO横軸は式(4)で計算される換算幅厚比であるo

(d..,/i..,)eq-(dw/lw 竺竺 - 式(4)

0-I.･l･

規- 最大耐力-1･671((dw/lw)LJ-O74Z - 読(5,

ー

･1

0

只
霞

Y
喉
と

鮒
繋

a 1-671((dJEw)叩P.74ー
○∈) 読(5)

実験結果

00 05 1.0 15 2.0 2.5

換算幅厚比

図9 田中らのパネルせん断耐力実験式との比較

実験終了時にまだ耐力は上男してはいたものの,式(5)よりはかな

り耐力上昇率は小さくなっている｡今回の実験は,田中らの実験よ

りも幅厚比が小さいため式(5)の適用範囲外と考えられるD ･般的に

は境界梁ダンパーの最大応答変形角は 1/50以下で収まるように設

計されてお り.ダンパー部のせん断耐力は式(1)において,材料強度

として引張強度を用いた計算値の約 1.5倍と評価 しておけば良いも

のと考えられる｡

3.5 根巻き接合部のせん断力伝達

RC部のせん断耐力については,終局強度型耐震設計指針 ‖)に示

されるような,アーチ ･トラス理論を準用して求められると考えら

れるが,RC部に生 じるせん断力は鉄骨埋め込み部のてこ反力を介

して伝達されており,通常のRC梁と同様には計算することはでき

ない｡そこで,鉄骨,主筋,せん断補強筋のひずみ計測結果を手が

かりにして,せん断力伝達機構について検討するD

- 760 -

図 10は RC部の主筋および埋め込み部のフランジのひずみ計測

値から求めたEl如ずモーメン ト分布,図 11はウェブのひずみ計測値

から求めた主ひずみ図およびせん断力分布である｡最終の R=1/20

ではひずみのデータに欠側があったため,R=1/50サイクル 1回目

ピーク時で作図したが,この時点で主筋,埋め込み部のフランジ ･

ウェブに降伏は認められていないC計算方法は以下によるC

･鉄骨の曲げモーメン トVs,軸力Ns,せん断力 Qs

Ms=ZsEs(C〆一cc/)/2

Ns-AsEs(6,1十ccf)/2

Es

Qs=twdMj前 石 yw

･RC部の曲げモーメン トMRC,せん断力QRC

MRC-∑a,E,cnjl

QRC-∑a,wE,Cn..

ここで,

Z. 埋め込み部鉄骨の断面係数

Ar:埋め込み部鉄骨の断両手貢

Es･埋め込み部鉄骨のヤング係数

V,･埋め込み部鉄骨のポアソン比

E./ 引張側フランジのひずみ計測値

句 二圧縮側フランジのひずみ計測値

γ,:ウェブのせん断ひずみ計測値 (3軸ゲージ使用)

｡′･引張主筋の断面積

a .Y:せん断補強筋の断面積

E,:主筋のヤング係数

L;i,:引張側主筋のひずみ計測値

4､.せん断補強筋のひずみ計測値

j:応力中心間距離 (=7/8d,,a,は有効せい)

シリーズ2の試験体No.5,No.6,N0.7の埋め込み部の曲げモー

メン ト分布 (図 10)およびN0.5のせん断力分布 (図 11)紘,図 8

の鋼構造接合部設計指針で想定しているもの (実線で示す)と偲ね

一致 している｡主筋ひずみから計算した曲げモーメントが 一･部大き

めに出ているのは,染端部では[恥デ降伏に近い曲げモーメントに達

しておV),主筋のひずみが先端側にシフトしたためと考えられるa

一方,図 10に示すようにシリーズ1では鉄骨の端部にアンカー

ボル トが無い試験体 N0.3においても鉄骨端部に曲げモーメン トが

生 じている｡図 11に示す N0.3の埋め込み部鉄骨のせん断力につい

ても,梁中央に近い側ではダンパー部と同じ方向にせん断力が作用

しており.埋め込み部中間部のせん断力も小さい｡このことは図 10

の曲げモーメント勾配が緩やかであることとも符合 している=同様

に主筋の曲げモーメン トの勾配 も緩やかであるoシリーズ 1では

RC梁先端部に集約的したせん断補強筋が無いため,図 8の仮定は

成立 しないようであるゥ
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図 10 ひずみ計測値から求めた曲げモーメント分布 (R=1/50)

423kN

趨8で仮定Ll=せん斬力分布

ひずみから求めたせん断力

図 11 埋め込み部ウェブの主ひずみ図およびせん断力分布

試験体N0.3とN0.5のせん断補強筋のひずみ分布を図 12に示すC

せん断補強筋のひずみは,先端部が大きく,端部に行くにしたがっ

て直線的に低下している｡このことは先端部のせん断補強筋が最も

効果があることを示 している｡表 4に示されるように,N0.3とN0.5

の最大せん断力が同等の時には,N0.3のほうが RC部せん断力は大

きくなるが,せん断補強筋に発生しているひずみは逆に N0.5のほ

うが大きくなっている｡図 13 はせん断補強筋のひずみを引張力に

換算して合計し (計測 していない鉄筋については図 12 から内挿 し

て求めた,読 (7-2)),せん断補強筋の負担せん断力と RC 部せん断

力の関係を示したものである｡RC 部せん断力が 200 kN 程度まで

はまだせん断ひび割れが進展していないため,コンクリ- トによっ

てせん断力が負担されているが,せん断力の増大に伴ってせん断補

強筋の負担せん断力が増加 しているDシリース 2 の試験体 No.5.

N0.6 では最大耐力時にはほぼ 100% のせん断力がせん断補強筋に

よって伝達されているのに対 し,シリーズ 1の試験体No.1,No2.

N0.3は RC部せん断ノJの 6静｣程度であるo

根巻き部のせん断力は鉄骨フランジの支圧からせん断補強筋を介
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図 12 せん断補強筋のひずみ分布

して RC部-伝達されると考えるのが-チ按的であるが 7)､12),以上の

実験結果から,せん断補強筋を介さずにせん断力が伝達されるアー

チ機柄が存在 しているpI能性がある,そこで図 14 に示すような,

せん断力伝達機構を仮定してせんl析耐力を計算してみた｡
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QJu-tanObldVDJB/2+∑a:wo-," ,

QJ"≦bjll′oJB/2

ここで,

tano アーチ機構の角度 (=Dtj2Lc,図 14参照)

b/:アーチ機構の有効幅 (=bl-1," bJはフランジ幅)

oTB:コンクリー ト圧縮強度

vuoTB コンクリー ト有効圧縮強度 (l′u=0.7-0-a/200)

血J川:RC梁先端からLc/･2の範囲にあるせん断補強筋断面積

J,W, =せん断補強筋の降伏強度

ノ′:主筋間距離

アーチ機構は終局強度型耐震設計指針 1りを参考にし,フランジ

内側の 1/2の断面積が有効であり,そこから梁端隅角部に向かう角度

で成立すると仮定した｡これは図 14の試験体のひび割れの方向と

も対応 している｡ア-チ機構 とトラス機構は単純累加できるものと

したが,読(8)の 2行 目にあるように,コンクリー トの圧壊による上

限値を設定 した (今回の実験結果は上限値では決定 していない)｡

RC部は短スパンとなることなどから,図 12に示したようにRC部

全長のせん断補強筋が有効であるとは考えにくいo今回は仮に RC

部の先端から1/2までを有効範囲としたD

式(8)で求めたせん断耐力計算値を衷4に示す｡試験体No.3,No,5,

No.了についてア-チ機構とトラス機構の内訳を図 15に示すo参考

として示す実験における内訳は 2種類の方法で計算 した,一つは,

図 14のせん断補強筋の負担せん断力を Lラス機構の分担とし,RC
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図 13 せん断補強筋の負担せん断力の推移
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図 14 想定したせん断伝達機構
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図 15 アーチ機構 とトラス機構の内訳

部せん断力からトラス機構の分粒を差し引いた残 りをアーチ機構の

分担とした (図 15の実験 1)O もう ･1は,式(6-2)に示 した方法で

鉄骨に生じる引張軸力 Nsを計算し,この引張軸力がアーチ機構のコ

ンクリー ト斜材軸力およびせん断力と釣合っていると考えて計算し

たoRC部せん断力からアーチ機構の分担NstanOを差 し引いた残 り

を トラス機構の分担 とした (図 15の実験 2)｡いずれの試験体もせ

ん断破壊には至っていないため単純に比較はできないが,N0.3のア

ーチ機構の分担が大きく,N0.5のアーチ機構の分担が小さいという

定性的な傾向は評価することができたっ

4.まとめ

中央に低降伏点銅を用いた鋪材ダンパーを有するRC境界梁 (境

界梁ダンパー)について静的加力実験を実施し,接合力法や鉄骨の

埋め込み長 さを変化させた場合の構造性能の違いや,限巻き接合部

におけるせん断力伝達機構について検討を行ったCその結果を以下

に要約する｡

● 境界梁ダンパーは紡錘形の復元力特性を示 し,等価粘性減衰定

数にしてR=1/400で 10%程嵐 1/200-1/100で 20%程度,1/50

以降で 30?,/b程度の優れたエネルギ-吸収能力を有 している｡

● アンカーボル ト型接合 と,根巻き型接合の両方について実験的



に検討 したが,アンカ-ボル ト型接合は繰返 しによる剛性低下

が顕著で RC部の損傷 も大きかったO

● 根巻き型接合について,鉄骨せ いのおよそ 2-35倍の埋め込み

長 さで実験を行ったが,今回の実験ではダンパー部のせん断降

伏が先行 し,埋め込み長 さによる構造性能の違いはほとんど見

られなかった｡

● 根巻き型接合のせん断力伝達機構については,アーチ機構 と ト

ラス機構が存在 していると考えられ るoRC梁先端部に集約的な

せん断補強筋を配置 した場合は,ほ とん どのせん断力が トラス

機構 によって伝達 されていると考えることができるC設計を明

快にするた桝 こは,施工上可能な範囲で RC梁先端部に集約的

にせん断補強筋を配置 し,ダンパー部のせん断耐力を保証す る

せん断補強筋量を確保す ることが望ま しい と考えられるC

● ダンパー部のせん断耐力は,材料強度 として引張強度 を用いた

場合の計界値の約 1.5倍 となっているo耐力上昇については,

解析的な検討を行ってお り,次稿その 2で詳細に報告 したい と

考えている｡
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